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８月１日の宇佐神宮夏越祭りにて、当院職員がミス卑弥呼に選ばれました。 （写真提供　宇佐市）

私達は笑顔を大切にします

肌のぬくもりある医療
一．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。
一．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。
一．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。
一．職員が働きやすく、誇りを持てる病院を目指します。

基本方針

地域医療への貢献
「肌のぬくもりある医療」の実践

基本理念
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■
は
じ
め
に

　

ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
体
の
い
ろ
い
ろ
な

部
分
で
臓
器
や
組
織
が
飛
び
出
し
た
（
脱

出
し
た
）
状
態
の
こ
と
で
す
。
鼠
径
部

に
起
こ
っ
た
も
の
は
俗
に

「
脱
腸
（
だ
っ
ち
ょ
う
）」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
腹
壁

の
す
き
間
か
ら
腸
な
ど
の

臓
器
の
一
部
が
飛
び
出
し

た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
整
形
外
科
で
治
療
す

る
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
は

全
く
別
の
病
気
で
す
。

　

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
男
性

に
多
く
、
一
生
の
う
ち
男

性
の
25
％
前
後
、
女
性
の

3
％
に
起
こ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
成
人
、

老
人
ま
で
様
々
な
年
齢
層
で
発
症
し
ま

す
。
初
期
に
は
、
立
っ
た
時
や
お
腹
に

力
を
入
れ
た
時
に
、
鼠
径
部
の
皮
膚
の

下
に
脂
肪
や
腸
の
一
部
な
ど
が
出
て
き

て
柔
ら
か
い
「
は
れ
」
が
で
き
、
次
第

に
小
腸
な
ど
が
大
き
く
出
て
く
る
と
不

快
感
や
痛
み
を
伴
い
ま
す
が
、
指
で
押

さ
え
る
と
引
っ
込
み
ま
す
。
し
か
し
、

腸
管
が
強
く
は
ま
り
込
ん
で
し
ま
う
と
、

は
れ
が
急
に
硬
く
な
り
、
押
さ
え
て
も

引
っ
込
ま
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
ヘ

ル
ニ
ア
の
「
嵌か

ん

頓と
ん

」
と
い
い
、
腸
閉
塞
、

腸
管
壊
死
や
腹
膜
炎
が
起
こ
っ
て
、
緊

急
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
手
術
の
目
的・必
要
性・

　
有
効
性

　

立
っ
た
り
座
っ
た
り
し
た
際
の
不
快

感
や
、
痛
み
、
は
れ
な
ど
の
症
状
を
除

く
こ
と
、
嵌
頓
を
起
こ
し
て
腸
閉
塞
や

腹
膜
炎
に
な
る
の
を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
手
術
を
行
い
ま
す
。
ヘ
ル

ニ
ア
は
腹
壁
に
穴
が
開
い
た
状
態
な
の

で
有
効
な
薬
は
な
く
、
手
術
で
閉
鎖
す

る
以
外
に
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

外科部長
村上　光彦

ヘルニアとは？
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■
手
術
の
内
容

　

脱
出
し
た
腸
と
ヘ
ル
ニ
ア
嚢
（
腹
膜
）

を
お
腹
の
中
に
戻
し
て
（
あ
る
い
は
切

除
し
て
）、
腹
壁
の
す
き
間
（
穴
）
を
閉

鎖
し
ま
す
。
主
な
手
術
法
と
し
て
、

⑴
人
工
物
を
使
わ
ず
に
、
筋
膜
な
ど
の

生
体
組
織
を
縫
い
合
わ
せ
て
閉
鎖
す

る
方
法

⑵
メ
ッ
シ
ュ
（
人
工
の
膜
）
を
用
い
て

閉
鎖
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
に
も
大
き
く

分
け
て
２
つ
の
方
法

①
下
腹
部
を
5
㎝
程
度
切
開
す
る
従
来

法
（
前
方
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
い
ま
す
）

②
腹
腔
鏡
を
使
用
し
、
お
腹
の
中
か
ら

閉
鎖
す
る
方
法
（
腹
腔
鏡
下
ヘ
ル
ニ

ア
修
復
術
と
い
い
ま
す
）

が
あ
り
ま
す
。

　

腹
腔
鏡
下
手
術
で
は
、
従
来
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
お
腹
を
切
開
す
る
従
来
法

（
前
方
ア
プ
ロ
ー
チ
法
）
と
異
な
り
、
ま

ず
お
腹
に
小
さ
な
穴
を
3
ヵ
所
程
度
あ

け
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
1
つ
の
穴
か
ら

腹
腔
鏡
を
入
れ
て
お
腹
の
中
を
映
し
ま

す
。
そ
の
画
像
を
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で

観
察
し
て
ヘ
ル
ニ
ア
門
を
見
つ
け
、
腹

腔
内
よ
り
メ
ッ
シ
ュ
と
い
う
人
工
補
強

材
を
入
れ
隙
間
を
ふ
さ
ぎ
ま
す
。

（
腹
腔
内
に
高
度
の
癒
着
が
想
定
さ
れ
る

方
や
、
全
身
状
態
的
に
全
身
麻
酔
が
困

難
な
方
で
は
従
来
か
ら
の
方
法
（
前
方

ア
プ
ロ
ー
チ
法
）
の
ほ
う
が
好
ま
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
腹
腔
鏡
下
手
術
の
利
点

●
傷
跡
が
小
さ
く
痛
み
が
少
な
い
。（
開

腹
手
術
で
は
5
㎝
程
度
）

●
入
院
期
間
が
短
い
。（
3
日
前
後
）

●
症
状
が
出
て
い
な
い
小
さ
な
ヘ
ル
ニ

ア
の
見
落
と
し
が
少
な
く
、
確
実
な

治
療
が
で
き
る
。

●
両
側
ヘ
ル
ニ
ア
で
あ
っ
て
も
同
一
の

傷
で
治
療
で
き
る
。

■
前
方
ア
プ
ロ
ー
チ
法
の

　
利
点

●
全
身
麻
酔
で
な
く
て
も
可
能

●
手
術
時
間
が
比
較
的
短
時
間

●
費
用
が
安
い

　

患
者
様
の
全
身
状
態
や
ヘ
ル
ニ
ア
の

状
態
に
よ
っ
て
様
々
な
手
術
方
法
の
選

択
が
可
能
で
す
。
ヘ
ル
ニ
ア
か
な
？
と

思
っ
た
ら
一
度
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
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大規模災害に備えて
宇佐高田医師会病院業務継続計画（BCP）を作成

今年度の院内研修・訓練の一覧表

　厚生労働省は、「災害拠点病院指定要件」を一部改正し平成 31年３月までに、
　　① 災害拠点病院における業務継続計画を整備すること。
　　② 整備した業務継続計画に基づく状況を想定した研修及び訓練を実施すること。
　を義務付けました。当院も、「災害拠点病院」として業務継続計画の実効性の確保の検討作成を上記のように、
災害直後からフェーズ１～３に分け３ヶ月後まで想定しました。今後も災害拠点病院として常に課題の抽出・改善・
見直しを行い効率的な PDCAサイクルの実施を行っていきたいと思います。
　院内研修・訓練は元より、地域医師会をはじめとする医療関係・公的関係・消防署等との連携をした業務継続計
画（BCP）に基づく研修及び訓練実施を目標に行っています。　　　　　　　　　　　　　　　参与　柳田　美雪

医療部門 看護部門 事務部門

分
類

災
害
対
策
本
部

４月・５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月

実　施
終　　了
終　　了
終　　了

内　　　　　容
災害直後の患者搬送（車椅子移動等）新採用者・事務職員
災害時の記録の書き方（クロノロについて）
災害対策本部立上げ（机上訓練）講師　石井圭亮先生
衛星電話の使用方法について
トリアージ（宇佐消防署との合同訓練）
ICLS
EMIS の入力訓練

業務 担当
発生直後

直後～15分 ～３０分 ～１時間 ～２時間 ～３時間 ～６時間 ～１２時間 ～１８時間 ～２４時間 ～３６時間 ～４８時間 ７２時間 ～５日 ～７日 ～１４日 ～１ヶ月 ～２ヶ月 ～３ヶ月 ３ヶ月～

フェーズ１
超急性期

フェーズ２
急性期

フェーズ３
亜急性期

フェーズ４
慢性期

フェーズ５
中長期目標時間

⑴災害対策本部
　の立上げ　

⑵災害医療体制
　への切替

⑶情報管理

⑷医療統括業務

⑸看護統括業務

本部長
（病院長）
執行部

本部長

事 務

医療部

看護部

15分以内

１５分以内

１５分以内

ー

３０分以内

３０分以内

３０分以内

３０分以内

１時間以内

ー

ー

３０分以内

ー

ー

ー

３０分以内

ー

ー

ー

ー

３０分以内

ー

ー

ー

ー

ー

 ➡災害対策本部長による本部立上げ宣言

 ➡災害対策本部の設置

 ➡災害時における組織体制の構築

   ➡災害対策本部運営・DMAT招集・派遣要請への対応等

   ➡一般外来・手術・心カテの継続・中断・縮小・中止の判断

     ➡患者受入体制の整備

    ➡院内患者状況の確認（外来・入院患者等）

    ➡建物被害状況の確認（ライフライン・エレベーター・備品等）

    ➡診療提供能力の確認（検査機器・医薬品・医療ガス・医療機材の状況等）

      ➡受入患者一覧の作成・管理

  ➡経時的記録の作成・管理（＊本部立上げより開始）

   ➡内部及び外部通信手段の確保

   ➡行政・消防・警察・近隣医療機関との連携、情報収集

  ➡広域災害救急医療情報システム（EMIS)の活用

 ➡電話交換業務・院内放送

  ➡医療部門の統括・状況把握

  ➡医師配置の把握・管理 

     ➡各診療ゾーンの統制

     ➡診療支援部門の統制（放射線科・検査課・薬剤課・栄養課）

     ➡被災患者の入院・手術等の統制

  ➡看護部門の統括・状況把握

  ➡看護職配置の状況把握

  ➡看護単位での状況把握（外来・三階病棟・四階病棟・手術室・カテ室）

  ➡各病棟の空床状況把握

     ➡被災患者の入院・手術の統制

  ➡各看護部門の医療資源等の把握

＊
フ
ェ
ー
ズ
３
以
降
は

　
通
常
時
の
体
制
へ

　
徐
々
に
移
行
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地域の小学校で
救急指導講習会を行いました
　６月21日に宇佐市消防本部救急隊と合同で、豊川小学校で救急指導講習会を行いました。救急隊
の方が司会をしながら講義を行い、宇佐高田医師会病院ICLSチームがBLS実技指導を行いました。
夏休みの保護者のプール見守り前の講習会という事もあり、参加されている保護者の方も真剣で、
熱心な質問を受けました。
　今年は駅館小学校・四日市南小学校・長洲小学校・佐田小学校にも医師会病院ICLSチームとして
お伺いさせて頂き、BLS講習会を行いました。どの小学校の保護者の方からも分かりやすかったと
好評を頂きました。
　また今年度は、９月に豊後高田市消防本部救急隊と合同で、豊後高田地域の中学校で中学生を対
象としたBLS講習会を予定しています。１人でも多くの方が救命活動に参加することで、大切な命
を救えるようになると考えています。
　今後も宇佐市・豊後高田市消防本部と連携を密に取りながら、地域医療への貢献が出来るように
努力していきたいと思います。　　　　　　　放射線科主任（ICLSインストラクター）　山本　順次

ICLSとは
医療従事者の為の蘇生トレーニングコース
突然の心停止に対する最初の10分間の対応と適切
なチーム蘇生を習得することを目標としています。

豊川
小学校の様子

駅館小
学校の様子

BLSとは
心停止または呼吸停止に対する一次救命処置
BLSコースとは心肺蘇生法、AEDの使用方法を
習得するコースです。
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　当院では毎年、法令に基づく新人看
護職研修を行っています。今年も当院新
人看護師 3 名を含む、計 12 名で 42 時
間の研修を行いました。
　看護師人生をスタートした新人看護師
さんが離職することなく地域医療を担
い、臨床現場で必要とされる看護師とし
て成長されることを願っています。

看護教育委員会　教育担当責任者
小野　康佳

研修日程
5/10（金）
5/17（金）
5/24（金）
5/31（金）
6/7（金）
6/14（金）
6/21（金）

内　容
医療安全
看護記録・感染防止
看護技術
看護技術・認知症ケア
褥創ケア・ＮＳＴ
呼吸ケア・医療機器
救急・災害

5月10日～ 6月21日 令和元年度地域新人看護職研修

　三光総合運動公園にて、リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2019 大分中津が
開催されました。これまで大分県では、大分スポーツ公園で年 1 回開催されていま
したが、今回初めて中津市で開催されました。
　今回は、宇佐胃腸病院、宇佐中央内科病院、佐藤第一病院、和田病院との合同チー
ムで、当院からは 70 名の職員・家族が参加しました。雨風が強いあいにくの天候
でしたが、24 時間たすきをつなぐことができました。
　今後も、がん患者さん・ご家族を支援し、地域全体でがんと向き合い、がんに
負けない社会が実現することを願っています。

医療連携課　社会福祉士　宮村　貴志

5月18日11時～19日11時 リレー・フォー・ライフ・ジャパン2019大分中津

　令和元年度第１回医療安全の職員研修会を、大分岡病院医療相談室メディエー
ター後藤忍先生をお招きし、｢医療安全と医療メディエーション｣というテーマでお話
していただきました。｠
　医療事故の原因の一つにコミュニケーションの問題があり、患者側と医療者側の
対話を促進することを通して衝突、対立等を予防することの重要性について、また、
研修会前に講師から依頼されたアンケート結果も含めて、個々人のものの見方・考
え方が異なる事から対話や笑顔の重要性を全職種に分かりやすく解説して頂くこと
が出来ました。

医療安全管理対策委員会（医療安全専従）　今永　茂美

5月22日 令和元年度第１回医療安全の職員研修会

5月15日 看護の日の催し
　毎年恒例の看護の日の催しが行われました。看護師が玄関ホールで外来患
者さんや付添いのご家族、面会の方の血圧や身長・体重などの測定を行い、
記念品を配布しました。また、同時に栄養士による栄養相談、薬剤師によるお
薬相談も実施し、外来患者さんが日頃から食生活やお薬のことで気になってい
ることなどの相談に応じました。最後に転倒予防をテーマに理学療法士による
デモンストレーションがあり、たくさんの患者さんに参加していただきました。
　看護師も患者さんとの交流の場となる良い機会となり、今後も継続していき
たいと思います。　　　　　　　　　　　　外来看護課　課長　水江　明美

　令和元年度ふれあい看護体験に、
看護師志望の宇佐高等学校の高校
生 6 名が参加され、患者さんの入
浴介助などを体験しました。看護週
間の行事として、令和元年 5 月 22
日の大分合同新聞（朝刊）に当院
での体験の様子が掲載されました。

5月20日 一日看護体験

病院行事報告 　
令
和
元
年
５
月
31
日
、
県
北
地
域
初
の
ク

リ
ニ
カ
ル
パ
ス
大
会
が
中
津
市
民
病
院
で
開

催
さ
れ
、
当
院
以
外
に
も
３
つ
の
医
療
機
関

か
ら
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
使
用
状
況
や
運
用

を
中
心
と
し
た
発
表
が
有
り
ま
し
た
。
当
院

か
ら
は
、
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）
設
定

の
見
直
し
と
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
分
析
を
効

率
的
に
行
う
た
め
、
記
録
方
法
の
変
更
に
つ

い
て
、
カ
ル
テ
の
管
理
を
し
て
い
る
診
療
情

報
管
理
士
の
立
場
か
ら
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
は
、
治
療
や
検
査
、

処
置
な
ど
の
一
連
の
行
為
が
経
過
ご
と
に
並

べ
ら
れ
、
成
果
目
標
が
設
定
さ
れ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
（
図
）
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
は
、
目
的
が
大
き
く
２

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
患
者
様
が
入
院

か
ら
退
院
ま
で
い
つ
ど
ん
な
治
療
や
検
査
、

処
置
が
行
わ
れ
る
の
か
予
定
が
わ
か
る
こ
と

で
安
心
し
て
入
院
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
す
。
も
う
１
つ
は
、
担
当
医

師
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
治
療
や
検
査

の
内
容
を
統
一
し
、
医
療
チ
ー
ム
だ
け
で
な

く
患
者
様
と
も
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
安
全

な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
す
べ
て
の

病
気
の
治
療
が
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
当
て
は

め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く

診
療
情
報
管
理
部

　次
長

　小
桐

　宏
子

大
分
県
北
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
大
会
に

参
加
し
て

●腹腔鏡下胆のう摘出術クリニカルパス

の
病
院
で
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
医
師
を
は
じ
め
多
職
種
か
ら

な
る
18
名
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
の
作
成
や
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
々
医
療
が
進
化
し
て
い
く
中
、
治
療

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
添
っ
て
い
る
の
か
、
目

標
や
治
療
行
程
に
無
理
は
な
い
の
か
等
分
析

す
る
こ
と
で
、
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
よ
り
良

い
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　
今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
、
他

の
医
療
機
関
と
情
報
交
換
す
る
こ
と
で
、
と

て
も
よ
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
当
院
の
ク

リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
実
施
率
は
、
ま
だ
ま
だ
低

い
の
で
す

が
、
医
療

チ
ー
ム
と

し
て
安
心

安
全
な
医

療
が
提
供

で
き
る
こ

と
を
目
標

に
努
力
し

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。
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　当院では毎年、法令に基づく新人看
護職研修を行っています。今年も当院新
人看護師 3 名を含む、計 12 名で 42 時
間の研修を行いました。
　看護師人生をスタートした新人看護師
さんが離職することなく地域医療を担
い、臨床現場で必要とされる看護師とし
て成長されることを願っています。

看護教育委員会　教育担当責任者
小野　康佳

研修日程
5/10（金）
5/17（金）
5/24（金）
5/31（金）
6/7（金）
6/14（金）
6/21（金）

内　容
医療安全
看護記録・感染防止
看護技術
看護技術・認知症ケア
褥創ケア・ＮＳＴ
呼吸ケア・医療機器
救急・災害

5月10日～ 6月21日 令和元年度地域新人看護職研修

　三光総合運動公園にて、リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2019 大分中津が
開催されました。これまで大分県では、大分スポーツ公園で年 1 回開催されていま
したが、今回初めて中津市で開催されました。
　今回は、宇佐胃腸病院、宇佐中央内科病院、佐藤第一病院、和田病院との合同チー
ムで、当院からは 70 名の職員・家族が参加しました。雨風が強いあいにくの天候
でしたが、24 時間たすきをつなぐことができました。
　今後も、がん患者さん・ご家族を支援し、地域全体でがんと向き合い、がんに
負けない社会が実現することを願っています。

医療連携課　社会福祉士　宮村　貴志

5月18日11時～19日11時 リレー・フォー・ライフ・ジャパン2019大分中津

　令和元年度第１回医療安全の職員研修会を、大分岡病院医療相談室メディエー
ター後藤忍先生をお招きし、｢医療安全と医療メディエーション｣というテーマでお話
していただきました。｠
　医療事故の原因の一つにコミュニケーションの問題があり、患者側と医療者側の
対話を促進することを通して衝突、対立等を予防することの重要性について、また、
研修会前に講師から依頼されたアンケート結果も含めて、個々人のものの見方・考
え方が異なる事から対話や笑顔の重要性を全職種に分かりやすく解説して頂くこと
が出来ました。

医療安全管理対策委員会（医療安全専従）　今永　茂美

5月22日 令和元年度第１回医療安全の職員研修会

5月15日 看護の日の催し
　毎年恒例の看護の日の催しが行われました。看護師が玄関ホールで外来患
者さんや付添いのご家族、面会の方の血圧や身長・体重などの測定を行い、
記念品を配布しました。また、同時に栄養士による栄養相談、薬剤師によるお
薬相談も実施し、外来患者さんが日頃から食生活やお薬のことで気になってい
ることなどの相談に応じました。最後に転倒予防をテーマに理学療法士による
デモンストレーションがあり、たくさんの患者さんに参加していただきました。
　看護師も患者さんとの交流の場となる良い機会となり、今後も継続していき
たいと思います。　　　　　　　　　　　　外来看護課　課長　水江　明美

　令和元年度ふれあい看護体験に、
看護師志望の宇佐高等学校の高校
生 6 名が参加され、患者さんの入
浴介助などを体験しました。看護週
間の行事として、令和元年 5 月 22
日の大分合同新聞（朝刊）に当院
での体験の様子が掲載されました。

5月20日 一日看護体験
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　氏　名　　　　専　門　領　域
陣林　伯男　　　循環器　内科一般
財前　拓人　　　循環器　内科一般
近藤　克洋（非常勤）循環器科一般
篠原　徹二（非常勤）循環器　内科一般
齋藤聖多郎（非常勤）循環器　内科一般
石田　健朗　　　消化器科一般
岡嶋　智也　　　消化器科一般
中島　仁典（非常勤）消化器　肝臓病　内科一般
有馬　　誠（非常勤）腎臓内科一般　
中山　俊之（非常勤）血液内科　内科一般
幸野　和洋（非常勤）血液内科　内科一般

科　　別時間帯

午 前

午 後

　氏　名　　　　専　門　領　域
柏木　孝仁　　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般
村上　光彦　　　消化器外科　外科一般
江上　拓哉　　　消化器外科　外科一般
蔵田　伸明　　　消化器外科　外科一般
望月　　淳　　　呼吸器内科　老年科
首藤　久之（非常勤）呼吸器内科

じん ばやし のり お かしわ ぎ たか ひと

むら かみ みつ ひこ

くら あきのぶ

ひさ

え がみ

た

やたく

もち づき あつし

しゅ とう ゆき

循環器科

消化器科

外科

呼吸器科

腎臓内科

血液内科

外来担当医師一覧表

●外来受付時間
　午前８：30～11：00（午後の特殊外来は、午後３：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りでは
　ありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前９：00～12：00／午後１：00～４：00

●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝日、年末年始（12/30 ～ １/３）

●予約受付時間
　平日 午後2：00～5：00

令和元年８月30日現在

こん どう かつ ひろ

ざい ぜん たく と

しの はら てつ じ

いし だ

おか じま とも や

なか しま ひろ のり

あり ま まこと

なか やま とし ゆき

こう の かず ひろ

たしょう

ろうとし

さい とう ろう

土金木水火月

循 環 器

外 　 科

消 化 器

呼 吸 器

循 環 器

外 科

腎 臓 内 科

血 液 内 科

―

―

―

―

―

―

―

―

陣　林

柏　木

石　田

―

―

―

有馬（第1･第3）

中山（第2･第4）

財　前

江　上

中　島

望　月

近　藤

（心カテ検査）

（乳腺検査）

―

幸野（第３）

齋　藤

陣林（ペースメーカー）

蔵　田

岡　嶋

首藤（第2･第4）

―

―

―

―

篠　原

柏　木

中　島

望　月

―

―

―

―

齋　藤

陣　林

村　上

石　田

―

―

―

―

―

編集後記

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅 豊前長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅
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〒872-0102 大分県宇佐市大字南宇佐635
TEL 0978-37-2300㈹ FAX 0978-37-2307

ホームページ　http://www.utihp.jp/

これまでの広報誌「ぬくもり」もホームページで閲覧できます。

宇佐高田医師会病院

●地域医療支援病院
●(財）日本医療機能評価機構認定

（機能種別版評価項目3rdG:Ver.1.0）
●第2次救急指定医療機関・災害拠点病院（大分DMAT指定病院）
●僻地医療拠点病院・大分県HIV診療協力病院
●第２種感染症指定医療機関（SARS初療機関）
●大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院
●協力型臨床研修病院・循環器専門医研修関連施設
●NST稼働施設認定病院
●日本消化管学会胃腸科指導施設
●肝疾患診療協力医療機関

臨床検査課  江口 茜さん  ミス卑弥呼に選ばれました！
　令和初めての宇佐神宮夏越祭りでは、宇佐神宮の創建以来初め
て流鏑馬が奉納され、大変話題となりました。当院での一番の話
題は、開院以来初めて、ミス卑弥呼が職員から誕生したことです。
　8月１日に開催された「宇佐神宮
夏越祭り ミス卑弥呼選彰会」にて、
臨床検査課の江口 茜さんが出場し、
職員をあげて、幟やうちわを持って
応援に駆け付け、見事、ミス卑弥呼
に選ばれました！令和の明るい話題
に、職員一同盛り上がっています。
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